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1 まえがき
自動車の自動運転に行うには，自動車が周辺の環境を

自動的に認識する技術が必要である．我々は走行可能な
場所である道路領域を検出する研究を行っている．道路
領域検出法は幾つか存在するが，我々は安価な車載カメ
ラの画像を用いる．画像内の影は画素値に影響を与える
ため，影の影響が小さい特徴量 [1]を用い，道路領域を
検出する．本稿では，ニューラルネットワークを用いた
検出モデル [2]と比較・検討を行うために，同じ特徴量
を用いた SVMの検出モデルを作成し，実験を行う．
2 検出モデル
SVMの検出モデルの検出手順は，以下に示す．2.1と

2.2の手順はニューラルネットワークの検出モデルと同じ
であり，2.3の道路領域検出法のみを変更し，比較する．
2.1 ブロック抽出
道路領域から複数のブロックを抽出する．ブロックの

サイズは，16× 16[画素]とする．抽出したブロックの画
素を特徴量の計算に用いる．
2.2 特徴量算出
ブロックを道路か否か判別するための特徴量を算出す

る．道路画像から複数のブロックを抽出し，各ブロック
の画素全部に対して色相や Normalized RGBなどの 27
個の色特徴量を算出する．ブロック内の画素全部を用い，
MeanやVariance，Contrast，Energy，Entropyの 5個
の統計量を算出する．各ブロックに 135個の特徴量が生
成され，SVMの特徴量として用いる．
2.3 道路領域検出
ブロックに対して「道路」と「その他」の 2クラスを判

別する SVMを生成する．SVMのカーネルはRBFカー
ネルを用い，Gammaと Costはグリッドサーチ法によ
り 2−3 と 27 を用いる．抽出した全ブロックに対して道
路か否かを判別し，結果を入力画像に反映する．そして，
画像全体の道路領域を検出する．
3 実験
実験には，KITTI-road Benchmark [3] の道路画像を

使用した．画像サイズは 1242× 375[画素]，画像枚数は
289枚である．画像全部を用い、ニューラルネットワーク
の検出モデルと SVMの検出モデルそれぞれで 10分割の
交差検定を行った．検出精度の評価値 [4]には，Accuracy，
Recall，Precision，F1-measure，F1max を用いる．
入力画像は図 1，ニューラルネットワークのモデルで

検出した結果は図 2，SVMのモデルで検出した結果は
図 3であり，それぞれのモデルで検出した結果を赤色で
描画し，正解領域を青色で囲んだ．全画像に対する道路
領域検出の精度評価値は表 1である．

図 1 入力画像例

図 2 ANNモデルでの検出結果例

図 3 SVMモデルでの検出結果例
表 1 道路領域検出の評価値 [%]

モデル Acc. Recall Prec. F1 F1max

ANN 94.82 83.53 86.75 85.11 95.22
SVM 90.57 62.54 79.88 56.89 90.68

4 考察
ニューラルネットワークのモデルが SVMのモデルよ

り全ての評価値で上回った．SVMのモデルでの検出結
果は，白色の物体を道路と認識する傾向と，アスファル
トの路面より白線を道路と認識する傾向があった．SVM
の学習段階で，白線に対して過度の学習をしている可能
性がある．
5 まとめ
色特徴量を特徴量としたニューラルネットワークのモ

デルと SVMのモデルで道路を検出した．結果，ニュー
ラルネットワークのモデルの精度が SVMより上回った．
今後，ブロックサイズなどのパラメータを検討する．
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